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本
学
で
は
２
０
２
２
年

度
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
と
し

て
、
日
本
に
避
難
し
て
い
る

方
で
日
本
語
の
学
習
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
、日
本
語
・

日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ

Ｌ
Ｃ
）
の
秋
期
と
冬
期
の
２

コ
ー
ス
で
受
け
入
れ
た
。
受

講
料
と
国
際
交
流
会
館
の
滞

在
費
な
ど
を
免
除
す
る
特
例

措
置
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身

の
バ
レ
ン
テ
ィ
ナ
・
ジ
ン
チ

ェ
ン
コ
さ
ん
が
受
講
し
た
。

　
ジ
ン
チ
ェ
ン
コ
さ
ん
が
参

加
し
た
の
は
Ｊ
Ｌ
Ｃ
の
入
門

ク
ラ
ス
。
こ
こ
で
使
用
す
る

日
本
語
の
教
材
に
は
英
訳
し

か
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
へ

の
翻
訳
を
行
う
必
要
が
あ
っ

た
。
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
国

際
交
流
会
館
の
寮
内
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
共
に

生
活
す
る
専
大
生
の
レ
ジ
デ

ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
（
Ｒ
Ｐ
）

の
長
田
結
菜
さ
ん
（
ネ
ッ
ト

情
報
２
）
が
協
力
し
た
。

　
長
田
さ
ん
は
教
材
の
英
訳

を
翻
訳
ツ
ー
ル
で
ウ
ク
ラ
イ

ナ
語
に
訳
す
だ
け
で
な
く
、

日
本
語
↓
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
、

さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
和

訳
や
英
訳
し
て
確
認
し
、
精

度
を
上
げ
て
い
っ
た
。

　
長
田
さ
ん
は
「
学
部
で
学

ん
で
き
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ス
キ
ル
も
生
か
す
こ
と
が
で

き
た
。
ジ
ン
チ
ェ
ン
コ
さ
ん

や
ほ
か
の
留
学
生
と
接
し
、

言
葉
の
壁
が
あ
っ
て
も
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
た
」
と

話
す
。

　
半
年
間
で
ジ
ン
チ
ェ
ン
コ

さ
ん
の
日
本
語
能
力
は
上

達
。「
皆
さ
ん
が
と
て
も
優
し

く
し
て
く
れ
て
、
感
動
し
て

い
ま
す
。
心
か
ら
あ
り
が
と

う
。
日
本
語
が
上
手
に
な
っ

た
の
で
幸
せ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
一
生
懸
命
勉
強
し
ま

す
」
と
日
本
語
で
語
っ
た
。

Ｊ
Ｌ
Ｃ
受
け
入
れ

23
年
度
も
継
続
に

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
は
23
年

度
も
継
続
し
、
Ｊ
Ｌ
Ｃ
の
春

期
コ
ー
ス
、
夏
期
コ
ー
ス
で

受
け
入
れ
る
。

　
文
学
部
の
福
冨
忠
和
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
２
年
次
）
と
同

ゼ
ミ
（
３
年
次
）
に
所
属
す

る
学
生
た
ち
が
制
作
し
た
映

像
２
作
品
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア

映
像
コ
ン
テ
ス
ト
「
第
40
回

わ
が
町
か
わ
さ
き
映
像
創
作

展
」（
主
催
・
川
崎
市
教
育

委
員
会
）
で
優
秀
賞
と
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。
２
月
25

日
、
川
崎
市
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
で
表
彰
式
・
作
品
上
映

会
が
行
わ
れ
た
。

　
福
冨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同

ゼ
ミ
で
は
、
川
崎
市
の
魅
力

を
学
生
目
線
で
紹
介
す
る
情

報
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
「
か
わ

ス
キ
」
を
毎
月
制
作
し
、
地

元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
「
Ｙ

Ｏ
Ｕ
テ
レ
ビ
」
で
放
映
し
て

い
る
。
受
賞
２
作
品
は
、
こ

の
番
組
用
に
制
作
し
た
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
井
上
明
音
さ

ん
と
長
田
紘
弥
さ
ん
（
い
ず

れ
も
３
年
次
）
が
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
務
め
た
。

　
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品

で
は
、
川
崎
駅
周
辺
で
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
沖
縄
イ
ベ

ン
ト
を
取
材
し
、
沖
縄
の
食

や
伝
統
芸
能
の
魅
力
を
生
き

生
き
と
伝
え
た
。
井
上
さ
ん

は
「
川
崎
と
沖
縄
の
関
係
性

は
深
く
、
歴
史
的
な
背
景
も

掘
り
下
げ
て
番
組
を
制
作
し

た
」
と
語
る
。

　
奨
励
賞
の
作
品
で
は
、
映

像
制
作
に
力
を
入
れ
て
い
る

川
崎
市
な
ら
で
は
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
。
長
田
さ
ん

は
「
伝
え
た
い
内
容
を
、
ど

の
よ
う
に
工
夫
し
て
伝
え
る

か
を
考
え
る
過
程
が
楽
し

い
」
と
番
組
制
作
の
魅
力
を

語
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
命
と
生
き
る

｜
｜
大
川
小
学
校
津
波
事
故

を
見
つ
め
て

 

飯
考
行 

編
著

　
本
書
で
は
、
２
０
１
１
年

３
月
の
大
川
小
学
校
津
波
事

故
か
ら
12
年（
十
三
回
忌
）を

機
に
、
遺
族
10
人
余
を
含
む

関
係
者
五
十
数
人
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
事
故
と

そ
の
後
の
経
過
を
た
ど
り
、

心
情
、
考
察
の
ほ
か
、
地
域

の
営
み
や
今
後
の
防
災
の
あ

り
方
を
つ
づ
っ
て
い
る
。

　
事
故
後
は
、
校
舎
の
解
体

に
つ
い
て
や
提
訴
を
め
ぐ
っ

て
賛
否
両
論
あ
り
、
遺
族
の

対
応
も
分
か
れ
た
。
裁
判

は
、
悲
嘆
に
く
れ
る
保
護
者

の
「
な
ぜ
子
ど
も
の
命
が
失

わ
れ
た
の
か
」
と
い
う
疑
問

が
、
石
巻
市
・
市
教
育
委
員

会
の
説
明
会
と
事
故
検
証
委

員
会
で
十
分
解
消
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
、
や
む
を

え
な
い
選
択
で
あ
っ
た
。

　
原
告
遺
族
た
ち
は
、「
子
ど

も
の
命
を
お
金
に
代
え
る
の

か
」
と
い
っ
た
中
傷
を
浴
び

な
が
ら
も
、
弁
護
士
と
と
も

に
裁
判
に
取
り
組
ん
だ
。

　
裁
判
官
が
学
校
関
係
者
の

証
人
を
厳
し
く
問
い
つ
め
、

行
政
の
対
応
に
傷
つ
い
て
き

た
遺
族
が
、司
法
の「
寄
り
添

い
」
に
涙
す
る
場
面
も
あ
っ

た
。
５
年
半
ほ
ど
を
要
し
て

確
定
し
た
判
決
で
、
原
告
の

主
張
は
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
、
津

波
の
事
前
の
備
え
に
落
ち
度

が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
。

　
大
川
地
区
は
、
震
災
の
傷

が
い
ま
だ
癒
え
な
い
も
の

の
、
時
を
経
て
、
悲
し
み
、
傷

つ
き
、
対
立
、
祈
り
か
ら
、
命

の
大
切
さ
を
育
み
、
回
復
す

る
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
る
。

震
災
遺
構
と
し
て
残
さ
れ
た

校
舎
で
は
、
遺
族
が
語
り
部

を
行
い
、
多
く
の
人
が
来
訪

し
て
い
る
。

　
本
書
を
通
じ
て
、
大
川
小

学
校
の
事
例
を
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
見
つ
め
る
こ
と

は
、
子
ど
も
を
亡
く
す
悲
し

み
を
共
有
し
、
そ
の
命
を
せ

め
て
も
の
教
訓
と
し
て
、
私

た
ち
が
事
故
や
災
害
に
対
応

し
て
い
か
に
生
き
て
い
く
べ

き
か
を
考
え
る
礎
と
な
ろ

う
。（
信
山
社
・
税
込
み
２

８
６
０
円
）

　
編
著
者
（
い
い
・
た
か
ゆ

き
）

法
学
部
教
授
。
法
社

会
学
。

　
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
２
年
次
の
必
修
科
目

「
応
用
実
習
」
で
は
、
福
冨

忠
和
教
授
の
指
導
の
も
と
、

映
像
制
作
に
必
要
な
企
画
立

案
、
撮
影
、
編
集
な
ど
の
技

術
を
実
習
形
式
で
学
ぶ
。

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
の
映
像
制
作
の
授
業

で
は
、
学
生
た
ち
が
川
崎
市

　
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
・
松
原
文
枝
ゼ
ミ
で
放

送
学
を
学
ぶ
３
年
次
生
が
制

作
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
像
が
、
市
民
参
加
の
映
像

祭
で
あ
る
東
京
ビ
デ
オ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
（
Ｔ

Ｖ
Ｆ
）
で
入
賞
し
た
。
松
原

ゼ
ミ
か
ら
の
入
賞
は
２
年
連

続
。

　
Ｔ
Ｖ
Ｆ
は
、
プ
ロ
・
ア
マ

不
問
、
ジ
ャ
ン
ル
や
テ
ー
マ

は
自
由
。
今
回
は
１
０
３
作

品
の
応
募
か
ら
、
１
月
25

日
、
入
賞
作
と
な
る
「
２
０

２
３
ア
ワ
ー
ド
」
に
37
作
品

が
選
ば
れ
た
。

　
松
原
ゼ
ミ
か
ら
入
賞
し
た

の
は
、
髙
橋
杏
樹
さ
ん
、
石

川
豪
さ
ん
、
金
志
炫
さ
ん
が

制
作
し
た
「
陽
の
当
た
る
場

所
へ
｜
｜
避
難
民
・
難
民
支

援
の
光
と
影
｜
｜
」。
専
修

大
学
で
日
本
語
を
学
ぶ
ウ
ク

ラ
イ
ナ
出
身
の
女
性
、
難
民

申
請
が
認
め
ら
れ
な
い
ミ
ャ

ン
マ
ー
出
身
の
女
性
、
20
年

以
上
前
に
難
民
認
定
さ
れ
た

ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
の
男
性
と
い

う
、
立
場
の
異
な
る
３
人
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
軸
に
、
避

難
民
・
難
民
支
援
の
制
度
の

問
題
点
や
、
あ
る
べ
き
姿
を

探
っ
た
。

　
ゼ
ミ
で
は
学
生
そ
れ
ぞ
れ

が
関
心
の
あ
る
社
会
問
題
に

つ
い
て
作
品
を
制
作
。
取
材

方
法
や
映
像
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
せ
る
か
、
松
原
特
任

教
授
が
指
導
し
た
。

　
韓
国
か
ら
の
留
学
生
の
金

さ
ん
は
日
本
語
の
文
字
起
こ

し
や
編
集
作
業
に
苦
労
し
な

が
ら
も
「
さ
ま
ざ
ま
な
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
充
実
の
表
情
。

髙
橋
さ
ん
は
「
言
葉
の
壁
も

あ
っ
た
が
、
直
接
話
を
聞
く

こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め

て
実
感
し
た
」と
振
り
返
る
。

　
タ
イ
ト
ル
に
は
、
だ
れ
も

が
希
望
あ
る
未
来
に
進
め
る

よ
う
に
と
の
願
い
を
こ
め

た
。
石
川
さ
ん
は
「
こ
う
し

て
作
品
に
ま
と
め
て
社
会
に

伝
え
る
こ
と
も
、
支
援
の
一

つ
、
解
決
に
向
け
て
の
一
歩

だ
と
感
じ
た
」
と
話
す
。

川
崎
区
と
幸
区
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
映
像
制
作
に
取
り
組

ん
だ
。
両
区
の
職
員
が
審
査

し
、
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
作
品

１
点
、
優
秀
作
品
２
点
を
選

出
。
２
月
１
日
に
両
区
役
所

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　
川
崎
区
最
優
秀
賞
は
区
の

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

し
た
『
川
崎
を
旅
し
よ
う
。』

（
土
門
拓
海
さ
ん
ら
作
）
が
、

幸
区
最
優
秀
賞
は
街
の
風
景

を
巧
み
に
切
り
取
っ
た
『
変

わ
ら
な
い
も
の
』（
宮
崎
泰
一

さ
ん
ら
作
）
が
選
ば
れ
た
。

体
育
会
紹
介
作
品
も

　
一
方
、
体
育
会
活
動
の
魅

力
を
紹
介
す
る
Ｐ
Ｒ
映
像
の

制
作
の
授
業
で
は
、
チ
ー
ム

ご
と
に
２
本
ず
つ
計
16
作
品

を
完
成
さ
せ
た
。
体
育
部
長

賞
に
、根
本
隼
介
さ
ん
、須
賀

蒼
太
さ
ん
、市
場
脩
斗
さ
ん
、

中
村
帆
香
さ
ん
が
手
が
け
た

作
品
２
本
が
選
ば
れ
た
。

川崎区で行われた表彰式で賞状を受け取る学生

文・ジャーナリズム学科「応用実習」

川崎区

幸　区 ＰＲ映像を制作

横浜のウクライナカフェで、利用者とワーク

ショップに取り組みながら取材する髙橋さん

（右から２人目）と金さん（左）

難民支援の課題を探る難民支援の課題を探る
ＴＶＦ2023入賞ＴＶＦ2023入賞
文・松原ゼミ生

法学部
法律学科

法学部
政治学科

������
���� #セン

ダイセ
イ

個性豊かにキャンパスラ
イフを送る

「イマドキ専大生」を紹
介！

人間科学部
社会学科

いよいよ卒業！
後輩の皆さんへ、失敗を恐
れずチャレンジしてください

何事も積極的に。私はSKV
でボランティア活動に積極
的に取り組みました

イタリアやイギリスなど、
ヨーロッパ旅行に行きたい！

ジンチェンコさん（左）と長田さん

日
本
語
教
材
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
翻
訳

専
大
生
が
サ
ポ
ー
ト

福冨プロジェクト＆ゼミ

優秀賞・奨励賞に優秀賞・奨励賞に

かわさき映像創作展

受賞を喜ぶ井上さん（左）と長田さん


